
※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 213 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代の国語 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 現代の国語（数研出版） 

副教材等 

意味から習得 音訓別 重要頻出漢字リアルマスター３３００（尚文出版） 

グランステップ 現代文（論理・文学・実用）１（尚文出版） 

読み・書き・覚える 新版 日本文学史必携（第一学習社） 

プレミアムカラー 国語便覧（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に

付けるために、自らの努力を惜しまないにしましょう。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。 

・授業中のノートについては板書を書き写すだけでは、評価の対象になりません。授業のポイントや自 

身で気付いたことやクラスメイトの発言した内容などをノートの枠外に記入していきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

（a 知識及び技能）目的や場にふさわしい言葉を選んで、適切に思いや考えを表現することができ

る。 

（b 思考力・判断力・表現力等）文章の内容や構成などを理解し、自分の考えを持つことができる。 

（c 学びに向かう力・人間性等）言語感覚を磨き、論理的な思考力を活用しながら豊かな感受性を

育むことができる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要 
な国語について、その特質を 
理解し適切に使っている。 

「書くこと」，「読むこと」の各領 
域において，生涯にわたる社会生 
活における他者との関わりの中で 
伝え合う力を高め、自分の思いや 
考えを広げたり深めたりしている。 

言葉を通じて積極的に他者と関 
わったり、思いや考えを深めた 
りしながら、言葉のもつ価値へ 
の認識を深めようとしていると 
ともに、言語感覚を磨き、言葉 
を効果的に使おうとしている。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

学
期 単元の学習内容 単元の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 
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学
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三
学
期 

      

 
 

「読む」と「書く」 
ａ：文章の筋道を的確にとらえようとしてい

る。 

ｂ[ 読 ]：文章の内容や構成、展開など 

について叙述を基に的確に捉えることがで

きる。 

ｃ：自ら進んで知識を生かそうとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 ワークシー

ト 
［教材］書けない日々 

社会と文化 

ａ：文化の違いを認識し、それを理解しよう

としている。 

ｂ[ 書 ]自分の思いが効果的に伝わる 

よう、文章の表現の仕方を工夫することが

できる。： 

ｃ：文化の違いや言語感覚の問題に関心を

持っている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 ワークシー

ト 

［教材］水の東西 

ことばの働き 

ａ：日常での言葉遣いなどを振り返ることが

できる。 

ｂ[ 書 ]：文章の種類、構成、展開や文 

体、描写、語句などの表現の仕方を工 

夫することができる。 

ｃ：自分を表現することに積極的に参加して

いる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 ワークシー

ト 

［教材］ものとことば 

人間と時間 
ａ：社会、ひいては他者と自分の関係を考

えることができる。 

ｂ[ 読 ]：他者の意見と比較することで、自

分のものの見方、感じ方、考え方を深める

ことができる。 

ｃ：作品の内容や解釈の違いを理解し、相

互理解を図ることができる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 ワークシー

ト 
［教材］時間と自由の関係につ

いて 

認識の仕組み 

ａ：社会の中での、自分での役割を理解し

行動しようとしている。 

ｂ[ 読 ]：場面、心情などを捉え、凝縮され

た言葉の深さに気付くことができる。 

ｃ： それぞれの立場を理解し、自らの行動

を振り返ることができる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 ワークシー

ト 

［教材］他者を理解するというこ

と 

意見を述べる 

ａ：文章の構成や展開を確かめ、内容にふ

さわしい語句、表現の技法について考察し

ている。 

ｂ[ 話・聞 ]：論拠・例示を重ねて論を進め

る話し方を知ることができる。 

ｃ：自分の意見を説得力を持って、他者に

伝えようとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 ワークシー
ト 

［教材］無痛化する社会のゆくえ 

賛否を述べる 
ａ：評論文特有の語彙に慣れ、適切に読み

進めることができる。 

ｂ[ 書 ]：論拠・例示を重ねて論を進

める書き方を知ろうとしている。 

ｃ：文章の構成や展開を確かめ、内容にふ

さわしい表現の技法を理解しようとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 ワークシー
ト 

［教材］命は誰のものなのか 
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※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

 

 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （ ２０ ）時間 

  ・書くこと      …  （ ３０ ）時間 

  ・読むこと      …  （ １０ ）時間 


